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グループ企業理念

三越伊勢丹ホールディングスアニュアルレポート2009は、三越伊勢丹グループ
の業績および事業戦略に関する情報の提供を目的としたものであり、三越伊勢
丹ホールディングスの株式購入や売却を勧誘するものではありません。本レポー
トには、将来の業績に関する意見や予測などの情報を掲載することがありますが、
これらの情報は、現時点の当社の経営者の判断に基づいて作成しており、リスク
や不確実性が含まれています。よって、実際の業績はさまざまな要素により、これ
らの業績予測と異なりうることをご承知おきください。

将来予測表記に対する特記事項

アニュアルレポート2009についてのお問い合わせ先
（株）三越伊勢丹ホールディングス 
管理本部総務部 コーポレートコミュニケーショングループ
TEL:03(5843)6041  FAX:03(5843)6040

三越伊勢丹グループの１年
ステークホルダーの皆さまへ
トップメッセージ
三越伊勢丹グループ３ヶ年計画の進捗状況について
コーポレート・コミュニケーション
役員体制
三越伊勢丹　At a Glance
財務データ
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グループ理念

真摯に、しなやかに、力強く、向きあいます。

グループビジョン

将来にわたり、かけがえのない信頼関係を築いていきます。

・お客さま一人ひとりと向きあいます。

・仲間たちと向きあいます。

・株主の皆さまと向きあいます。

・パートナーの皆さまと向きあいます。

・地域、社会、地球と向きあいます。

ご要望とご期待に感動レベルのおもてなしでお応えします。 

学びあい、磨き合い、新たな価値を創造します。 

公正透明な経営を基盤に、誠意と成果でお応えします。 

顧客満足を合言葉に、最良の関係を築きます。 

ありたい未来の実現に向けて貢献します。

お客さまの生活のあらゆる場面でお役に立つことが、私たちの喜びであり、誇りです。

新鮮な感動と上質なサービスの提供により、世界随一の小売サービス業をめざしていきます。

・おもてなしの「満足度」で世界随一

・サービス、商品、店舗の「質」で世界随一

・新たな価値の「提案力」で世界随一

・価値をつなぐ「ネットワーク力」で世界随一

・たゆまぬ「革新力」で世界随一

（感動）

（上質）

（創造）

（連携）

（変革）
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三越伊勢丹グループの１年

伊勢丹本店リモデル
2008年9月、本館地下2階の「イセタンガール」、本館2階

の「マ・ランジェリー」と「ビューティーアポセカリー」がリモデ
ルオープンしました。このリモデルは、「お客さまの心理」を追
求し、品揃え・展開・環境・販売サービスのすべてを見直しました。
「イセタンガール」では学生ならではの「かわいく見られた
い」という心理、マ・ランジェリーでは「肌着に対しても美や癒し
にこだわりたい」という心理を、ビューティーアポセカリーでは
「体の内側からも美しく、健康でありたい」という心理をそれぞ
れのお買場に反映しました。この新しいショップ提案はお客さ
まの新たな購買心理の
把握にも繋がっています。
今後も多くのお客さま
の変化や百貨店が提供
すべき価値を見出すた
めのトライアルを続けて
まいります。

伊勢丹アイカードに新たなサービス
伊勢丹アイカードは、2008年11月に、国際ブランド

「VISA」を付帯した新たな伊勢丹アイカードを発行、新規
の特典やサービスとともにご利用範囲が大幅に拡大して
います。また、資産運用や相続に関する新たなサービスを
開始するなど、会員の皆さまからご相談いただける内容を
さらに充実しました。2009年４月１日より、三越カードと
伊勢丹アイカードは、それぞれ三越と伊勢丹の各店で相互
優待利用が可能となっています。

グループ組織再編
三越伊勢丹グループでは、事業・機能の選択と集中により、

経営資源をグループ全体で再配分・最大限活用することで、
お客さま満足の向上、生産性の向上を図ることを目指してい
ます。その一環として2008年度は、三越および伊勢丹の
カード・保険子会社、友の会子会社、物流子会社および人材
サービス子会社の再編に取り組みました。

大阪新店オープンへ向け準備進む
大阪新店は、関西圏における旗艦店舗として2011年春
のグランドオープンの準備を予定通り進めています。店名は
「ＪＲ大阪三越伊勢丹」に決定しました。ＪＲ西日本グループ
の地元密着力と鉄道沿線のネットワーク力を活かし、三越と
伊勢丹のコアコンピタンスを掛け合わせた、お客さまの暮ら
しのさまざまなシーンでお役に立てる店を目指しています。

三越日本橋本店のトライアル
三越日本橋本店はさまざまな年代層のお客さまのニーズ

を把握し、お買場作りを行うためのトライアルを実施していま
す。2009年3月には本館2階の紳士カジュアルを今までのブ
ランド展開からアイテム展開に変え、ブランドを超えたコー
ディネートが提案できるお買場になりました。また、婦人服で
は30代・40代のお客さま
に向け、年代・テイスト別で
お買場の編集を行い、お客
さまの利便性を高めました。
2009年4月には本館5階
に「リミックススタイル」を
導入し、キッチン用品と食
器をデザイン性という切り
口で編集した新しいショッ
プ提案をしています。

三越仙台店グランドオープン
三越仙台店は、隣接する141ビルを2008年11月から
2009年3月にかけて順次改装し、「定禅寺通り館」として
オープンしました。売場面積が3万平方㍍を超え、東北最大級
の百貨店なりました。3世代のお客さまにお越しいただける
百貨店を目指します。

イセタンガール

三越伊勢丹ホールディングス

その他関係会社 その他関係会社

組織再編後のグループ組織 （2009年4月1日現在）　
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※2009年9月1日より、エムアイカードに社名変更。
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ステークホルダーの皆さまへ

株式会社三越と株式会社伊勢丹は、昨年2008年4月1日に共同持株会社「三越伊勢丹

ホールディングス」を設立し、新たな一歩を踏み出しました。

この経営統合の目的は、百貨店を中核事業とする両社が有する強みと経営資源を最大限に

活かすことで、お客さまの満足の最大化を実現することです。

三越・伊勢丹はそれぞれ異なるブランド（屋号）を掲げて発展してきました。両社の強みは

それぞれのブランドとそれをご支持くださるお客さまです。1つのグループ理念の下、ともに進化し、

百貨店業を中心にお客さまにとってなくてはならない存在になりたいと考え、その目指す姿を

「世界随一の小売サービス業グループ」としています。

統合初年度は厳しい経済環境の中での船出となりましたが、今後も当社グループは一丸と

なって、これまで培ってきた能力・資産を結集して経営のレベルを高め、持続的・永続的な企業

価値の向上を実現していきます。提供するソリューションを高い次元に引き上げることでお客さ

まの満足の最大化を図り、それによって生まれた利益で次の投資の原資を確保し、さらにその

レベルを上げていきます。この好循環こそ、お客さま、株主さまをはじめとするステークホルダーの

皆様のご期待にお応えする私たちの社会的存在意義であると考えます。こうした理念をご理解

いただき、末永いご支援をどうぞよろしくお願い申し上げます。

代表取締役会長兼CEO 代表取締役社長兼COO

世界随一の小売サービス業グループの
実現に向けて

2009年9月
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トップメッセージ

代表取締役会長兼CEO

武藤 信一
代表取締役社長兼COO

石塚 邦雄

統合1年目の成果

「三越伊勢丹ホールディングス」として新たな一歩を踏み出してから1年。

2011年を目標とした３ヶ年計画を推進し、百貨店事業の課題を検証しながら、

めざす百貨店像に向けて着実に進んでいます。

この1年を振り返ってみますと、米国の金融危機以降の急速な景気低迷により、百貨店業界も消費マインド

の冷え込みによる影響を受け業界全体の売上高は3年連続前年割れとなりました。三越伊勢丹グループの

業績も厳しい結果となりましたが、当グループではこの逆風を追い風と捉え、百貨店の根本課題を見直す好機

と考えております。2008年11月には2009年度から2011年度の中期経営計画を発表し、4つの重点戦略を設定

しました。地域事業会社化やカードインフラの一元化、シェアードサービス子会社の統合、三越・伊勢丹の事業会

社統合など、各種施策の強化・早期実施を強力に推し進め、経営統合当初のスケジュールを前倒しし、2011年

春までにはグループの最適化を完了し、お客さまのご要望にお応えできる体制を構築していきます。

百貨店業界の抱える課題と解決策

私たちをとりまく現環境は、単に景気の低迷によるものではなく、業界や企業が内包している課題、すなわち

取組先依存から脱却できず、商品の同質化が改善されないことを長年にわたって解決してこなかったことが、

消費低迷により一気に表面化したにすぎないと考えています。

百貨店本来の使命は、お客さまが望む商品やサービスを欲しい時に欲しい価格でご提供することです。

しかし多くの百貨店が、戦略がないままに重要な顧客接点を取組先に任せてきたことから、お客さまの

ご要望を自分たちで把握できなくなっています。その結果、取組先への影響力は低下し、自らの手で魅力的

な商品を店頭に並べられないため売上は下がります。店頭の要員を削れば、さらにお客さまからの情報量が

減る、投資も削れば店舗の魅力も落ち、売上がますます下がるといった悪循環に陥り、百貨店本来の役割

を果たせなくなっています。
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この課題や悪循環を解決するために、今こそ百貨店側がリスクを取って取組先が安心して商品供給

できるような体制を構築することが必要であると考えています。

現在、三越伊勢丹グループではより高いお客さまのご満足を実現するために3つの取り組みを進めて

います。

①経営統合や業務提携を通じて、大都市を中心に多くのお客さまのご利用を確保することにより
取組先とともに商品調達のサプライチェーン改革を行っていくこと。

②店舗・事業の選択と集中による「再投資原資の確保」を促進すること。

三越と伊勢丹の経営統合の最大の目的は、単なる規模の拡大ではなくお客さまのご満足の最大化の実現

にあります。お客さまに対する考え方の近い両社が経営資源を活用することで、サプライチェーンにあるムダを

最小化し、お客さまが求める商品をタイミングよく価格に見合った価値で提供していきたいと考えています。

③情報システムの整備と店頭における意思決定の最小単位である「ブロック」に基づくマネジメントにより、
「お客さまのご要望を掴む力」を高めていくこと。

百貨店には、お客さまの夢や希望を実現し、あたらしいニーズを創造していくことも求められていると考えて

います。これにはお客さまの生の声に耳を傾け、お客さま一人ひとりのライフスタイルを徹底的に深堀し、

情報システムを活用して品揃えに活かしていくことが大切です。

私たちは情報システムと店頭オペレーションの仕組みにより、お客さまの購買心理にまで踏み込んで考え、

ご要望のあるモノ、コト（サービス）の仮説を立て、検証を繰り返すこと（PDCAサイクル／Plan－Do－

Check－Action）で常にあたらしい商品やサービスの提案を行ってまいります。

「常に上質であたらしい」ものをお客さまに提供し、百貨店らしい「新しさ」「希少性」「話題性」そして

「信頼」「質」を追求していくためには再投資原資の確保が重要です。お客さまのご要望にお応え出来る

よう、各店舗や事業の構造改革を進めています。

●百貨店業界の根本課題

トップメッセージ
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●課題解決の方向性

世界随一の小売サービス業グループを目指して

日本の百貨店は呉服店を発祥としており、お客さまとの関係性から生まれてきた世界に比類の無い独

特の業態です。お客さまとの生活のさまざまな面に深く係わり、その関係性を深めて、信頼と信用を築き、

お客さまの満足を高める「ライフ・タイム・バリュー（顧客生涯価値）」を提供していくことこそが百貨店の原点

であると考えています。

三越伊勢丹グループは、さらにお客さまとのかかわりを高めていくことで、百貨店業を極め「常に上質で

あたらしいライフスタイルを創造し、お客さまの生活の中のさまざまなシーンでお役に立つことを通じて、お客

さま一人ひとりにとっての生涯にわたるマイデパートメントストア」となり、高収益で成長し続ける世界随一の

小売サービス業を目指していきます。

ステークホルダーの皆さまには、今後ともより一層のご理解とご支援をお願い申し上げます。

●三越伊勢丹が目指す百貨店像

常に上質であたらしいライフスタイルを創造し、お客さまの生活の中の
さまざまなシーンでお役に立つことを通じて、

お客さま一人ひとりにとっての生涯にわたるマイデパートメントストア

「常に上質であたらしい」
百貨店らしい｢新しさ」｢希少性｣｢話題性」そして｢信頼｣｢質」を追求

「ライフスタイルの創造」
お客さまの行動の背景にあるライフスタイルを深堀する

「お客さまの生活のなかのさまざまなシーンでお役に立つ」
ソリューションを提供しお客さまのお悩みを一つでも多く、グループ全体で解決する

お客さまとの関わりのシェアを広げお客さまのライフタイムバリューを最大化させる



三越伊勢丹グループ３ヶ年計画の進捗状況について

7

三越伊勢丹グループでは、2008年11月にグループ中期経営計画「三越伊勢丹グループ３ヶ年計画（2009-2011

年度）」を策定しました。

この中期経営計画は経営統合の目的である、「百貨店を中核事業とする両社が有する強みと経営資源を最大限に生かす

ことで、お客さま満足を最大化し、お客さまとの信頼関係を持続的・永続的に維持・向上すること」を実現するため、以下の

ような３つの基本方針を掲げています。

この基本方針に沿って、４つの重点戦略（１．首都圏旗艦３店への集中投資　２．店舗体制の再構築　３．カード戦略の拡充・

強化　４．営業基盤の整備）を設定し、各種施策の強化・早期実施を強力に推し進め、2011年春までには、グループの

最適化を完了し、お客さまのご要望によりお応えできる体制を構築していきます。

． 「三越」「伊勢丹」ブランドの明確化とブランド価値の向上
． 店頭における販売員一人ひとりが提供する顧客満足の最大化
． グループ力を最大限発揮するための営業基盤の統合

Ⅰ
Ⅱ
Ⅲ

1

2

3

4

伊勢丹本店 本店第六次再開発 アルコットとの連携強化

三越伊勢丹グループ3ヶ年計画（2009-2011年度）

首都圏
旗艦3店へ
集中投資

店舗体制
の再構築

営業基盤
の整備

三越日本橋本店

三越銀座店

地方店舗

併存エリア

カード統合

情報システム
業務フロー統合

MD統合

後方業務統合

周辺事業見直し

大阪事業

食品リモデル リモデルに向けたテストトライアル 大規模
リモデル

増床リモデル工事 2010年秋グランドオープン

地域事業会社化の体制構築 地域事業会社設立

新潟エリア連携営業強化 新潟エリア会社統合

新アイカードデビュー カード相互利用

システム
子会社統合 業務フロー順次導入 システム統合

MD方針/計画フロー順次統一・運用開始

シェアード統合本社機能一部統合
機能子会社統合

順次業務フロー統一・
統合

事業の整理・統廃合 既存事業再編完了 周辺事業拡大

JR西日本グループと共同で出店準備 2011年春グランドオープン

※内容・時期などに関しては、現在想定されているものであり、修正されることがあります。 （2009年5月12日発表）

2008年度 2009年度 2010年度 2011年度

インフラ整備　　　　　精度向上・効果具現化　　　グループ最適化

事
業
会
社
統
合

世
界
随
一
の
小
売
サ
ー
ビ
ス
業
と
し
て
の
革
新

福岡、札幌へ拡大

カード機能統合し新三越カード発行

●「三越伊勢丹グループ3ヶ年計画」スケジュール

カード戦略
の拡充・強化

（次ページ以降で、各重点戦略の具体的進捗状況についてご説明します。）
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首都圏旗艦３店への集中投資

三越銀座店増床リモデルの進捗状況

1
三越伊勢丹グループは、国内最大のマーケットで世界でも有数の規模と成長性を持つ東京に、

全国百貨店売上1・2位の三越日本橋本店、伊勢丹本店、そして三越銀座店を擁しています。

この３店に戦略的投資を行い、他社を圧倒する優位性を確保していきます。

三越日本橋本店は「三越の象徴に相応しいプレステージストア」を、伊勢丹本店は「世界

最高のファッションデパートメントストア」の確立をめざしています。現在、お客さまの購買心理を

追求し、さらなるご要望の深堀を進めており、今後の大規模リモデルの成功につなげていきます。

三越銀座店増床リモデル計画は、2010年

秋のグランドオープンに向け準備を進めていま

す。店のコンセプトは「新しい価値を スタイル

として創造し 時代の扉を開ける店」。「衣食住

遊知」の領域で「銀座だからという本物・本質・

伝統へのこだわり」と「銀座だからできる新しい

モノ・コト」の追求を徹底的に行い、これまでに

ない新しい文化の発信基地となるレベルの

新百貨店を目指していきます。

店舗体制の再構築2
地方店舗については、各地域の百貨店事業会社に権限委譲を行い、各地域に最適な

意思決定をスピードをもって行うだけでなく､“地域のお客さまに愛される、地域のお客さまに

とっての「マイデパートメントストア」”となるべく地域に密着した営業体制を構築し、迅速で

細やかな営業施策の展開を推進する体制を整備いたします。

第1ステップ（2009年10月（予定））として、伊勢丹の保有する岩田屋、静岡伊勢丹、新潟

伊勢丹株式を三越伊勢丹ホールディングスに移管し、これら3社を直接子会社といたします。

また、岩田屋の臨時株主総会での承認を経た上で実施する岩田屋との株式交換により同社

を完全子会社化します。（岩田屋に係る吸収分割及び株式交換による同社の完全子会社化

については、2009年6月16日に適時開示しています。）あわせて、三越から札幌・仙台・名古屋・

広島・高松・松山・福岡の各地域の百貨店運営事業を承継するべく、当社は地域事業準備会社

として新会社7社を設立いたします。 

第2ステップ（2010年4月（予定））として、第1ステップで当社が設立した地域事業準備会社

に対し、三越から札幌・仙台・名古屋・広島・高松・松山・福岡の各地域の百貨店運営事業を

承継し、新潟伊勢丹に対し三越から新潟地域の百貨店運営事業を承継いたします。

三越銀座店（完成予想図）



三越伊勢丹３ヶ年計画の進捗状況について
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また投資計画、保有資産・事業の見直しの観点から、経営資源の集中と選択を進めています。

2008年12月に上海錦江伊勢丹、2009年3月に三越の武蔵村山店（東京都武蔵村山市）、

名取店（宮城県名取市）および小型店舗(鎌倉、盛岡)、2009年5月には三越池袋店・鹿児島

店を閉店しています。また伊勢丹吉祥寺店については2010年3月上旬に営業を終了すること

を発表しています。

三越新潟店

新潟伊勢丹

三越伊勢丹ホールディングス

店舗再構築（2010年4月）のイメージ

J
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井
今
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三
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台
三
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三
越

広
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三
越
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松
三
越

松
山
三
越

福
岡
三
越

※持分法適用関連会社 三越から三越各地方店の百貨店運営事業を承継

新潟エリアの取り組み

店舗が併存するエリアについては、新潟エリアをモデル

エリアと位置づけ、先行して両店舗の一体運営化を進め、

2010年4月には三越新潟店と新潟伊勢丹を統合する

予定です。営業施策で連携をとりつつ、両店舗のブランド

の明確化を行ない、それぞれ特色ある店舗としてお客さま

のご期待にお応えすることで、両店が提供できる品揃えの

質・幅を広げ、地域のお客さまの満足を高めていきます。

あわせて、後方部門の統合による物流費・賃借料の削減、

共同取組みによる経費の有効活用など、単店舗では成し

得なかった効率的なエリア運営体制を構築していきます。

組織面では、2008年10月に三越新潟店で三越全店に

先駆けて「営業統括部長制度」を導入し店頭営業力の強化

を進めました。2009年4月には会社統合に先駆け、社長・

総務・外商の3トップを三越・伊勢丹で兼務することで、最適

な意思決定をスピードをもって行える体制にしました。

営業面では、2008年4月より両店催事への得意先顧

客を相互にご紹介する共同施策を実施、2009年4月には

三越・伊勢丹のハウスカードの相互利用を全店で開始して

おり、多くのお客さまからご好評いただいております。



2010年4月のカード機能・インフラの統一にむけて、準備を進めております。これに先立ち、

2009年4月1日からお客さまからのご要望の高かったアイカードと三越カードの相互優待利用を

開始しました。2009年9月に新たなグループ全体のカード事業会社として伊勢丹アイカードを「エム

アイカード」に商号変更し、2010年4月には新しい三越カード「三越Ｍ ＣＡＲＤ」の発行も行います。

カード事業の統合により、一枚のカードで三越と伊勢丹各店舗でご利用できるようになり、お客

さまの利便性が向上します。顧客情報も一元管理が可能となり、情報分析の精度を向上させ

充実したモノ・コト・情報をご提供できるようになり、お客さまのご期待に応えていきます。

また、お客さまが三越、伊勢丹の両

店舗をご利用している割合が高い新

潟エリアについては、お客さまの利便

性の向上を図るため、統一したカード

を発行する検討をしています。

10

営業基盤の整備4
（1）店頭営業力強化に向けた取り組み（情報システム、業務フロー、MDの統合）
三越、伊勢丹という「２つののれん」を持つ三越伊勢丹グループは、のれんごとに磨き上げ

ること、店頭の営業力を強化するために両社の考え方やしくみを合わせること、共同で取り組

むこと・共通化することを分けて、より効率的で効果的な運営体制を構築していきます。

三越日本橋本店では、商販一致体制を確立するために、2009年度に「MD統括部制度」を

本格導入しました。お客さまに最も近い営業部に商品・販売全ての権限を委譲することで、

三越の強みである「お客さまとの関係性」に加え、商品の販売を通じた店頭営業力の強化を

していきます。これにより、今まで以上にお客さまに密着し、ご要望を聞き取り、スピードをもって

お応えしていきます。本店で蓄積したノウハウを、支店へ拡大するとともに、本店の影響力を

活用した支店への支援を行っていきます。

三越・伊勢丹の共通ＭＤ施策としては、中元・歳暮ギフトと総合ギフトの共通化を計画して

います。また伊勢丹の支店の顧客満足度の向上と収益力拡大施策である「ユニット」の三越

支店への導入も検討しています。

営業の基盤となるシステムは店頭の営業業務フローを支える仕組みであり、2010年4月の

統合に向け、順調に準備を進めています。

（2）グループインフラの整備（後方支援統合、周辺事業見直し）
グループインフラの整備として、関連会社の統廃合を進めています。

2008年度はシステム、2009年度は物流と人材サービスの子会社を統合しました。2010年

度はビル管理会社も統合・設立します。

このほか、経理機能も一本化することで、後方部門の業務集約や効率化だけでなく、ノウハウ

の蓄積を最大限に活かし、グループ全体に波及できる仕組みを構築していきます。

関連事業についても、お客さまのニーズ、収益性、競争原理の観点から位置付けを見直し、

整理・統廃合を進めていきます。

カード戦略の拡充･強化3

エムアイカードのロゴマーク

「Ｍ」と「Ⅰ」をモチーフとし、カラーは「上質」「伝統」
「未来」の意味を込めた青のグラデーションとなります。
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グループのCSR方針

三越伊勢丹グループは、事業活動を通じて
ステークホルダーの皆さまにご理解・ご信頼をいた
だき、持続可能な社会の実現に向け、一定の
役割を果たすことが、社会に対する企業と
しての責任であると考えています。グループの
CSR方針は、「グループ企業理念の実践＝
CSR活動」を基本的な考え方とし、次の
ように定めています。

グループ企業理念に基づき、
社会のさまざまな課題に向き
合い、企業活動を通じてその
解決に貢献することで、かかわ
りのあるすべての人々のその先
（未来）が豊かになる活動

グループ企業理念の実践を通じて、
CSRの分野においても世界随一の
小売サービス業グループ

〔定　義〕

〔めざす姿〕

■三越伊勢丹グループのCSRの基本的な考え方

①「環境改善」
地球温暖化への対応と環境保全の取り組み

②「品質・安全性」
お客さまとの信頼関係の基本となる安心・安全への取り組み

③「雇用・人材」
働きやすい職場づくりと人材の活用への取り組み

CSRの考え方に照らした三越伊勢丹グループとしての具
体的な取り組みは、大きく2つに分けられます。
1つ目は「企業として絶対に果たしていかなければならな

い取り組み」です。「法令の遵守」「企業倫理の徹底」と
いった最低限のルールの定着が必要であると同時に、経営
状況の公開や説明責任といったことが前提となります。
2つ目は「企業としての強み、三越・伊勢丹らしさを発揮す

ることを通じ、独自性をもった社会的貢献を果たし、そのこと
で社会からの期待に応えていく取り組み」です。チャリティー
キャンペーンをはじめ、環境に配慮したライフスタイルの提案
など、店頭を通じて多くのお客さまにも参加していただけるよ
うな、三越・伊勢丹だからこそできる社会貢献活動を通じて
企業価値を高めていきたいと考えます。

企業が存続していくためには、CSR活動を日々実践し社
会に貢献することで、お客さま、従業員、株主、取引先、地
域社会などのすべてのステークホルダーと信頼関係を築き
上げていくことが不可欠です。そのために最優先で取り組
んでいく課題として、次の3つを重点分野として設定しました。

■具体的な取り組み

今後は3つの重点分野を中心に三越伊勢丹グループと
して取り組みを広げていきます。
CSR活動の推進に当たっては進捗や結果を検証する

「指標」を設定するとともに、実施した活動へのご意見、

評価をいただくため、また次の取り組みにつなげていくため
に社内外とのコミュニケーションを推進するなど、中長期的
にPDCA（Plan-Do-Check-Action）を回していきます。

■めざす姿に向けての今後のCSR活動の推進

コーポレート・コミュニケーション

・チャリティ
・環境ビジネス
・少子高齢化ビジネス

etc.

・災害援助
・フィランソロピー／
メセナ　　etc.

B.事業を通じた社会貢献

コンプライアンス

コーポレート
ガバナンス

リスク
マネジメント

人事雇用
施策

環境対策

C.事業外の社会貢献
（慈善的貢献）

A.企業として
絶対果たさなければならない責任

企業理念

コーポレートコミュニケーション

内部統制
品質・
安全対策
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コーポレート・ガバナンス

■コーポレート・ガバナンスに関する基本的な考え方

三越伊勢丹グループはお客さま・従業員・株主・取組先・
地域社会といったステークホルダーと良好な関係を構築する
とともに、株主総会、取締役会、監査役会、会計監査人等、
法律上の機能制度を整備・強化し、経営機構改革と併せて、
コーポレート・ガバナンス改革を推進しています。 また、企業の

社会的責任を果たすという観点から、企業活動の透明性を
高めるとともにコンプライアンス経営に徹し、ステークホルダー
の皆さまから信頼される企業グループをめざし、経営の意思
決定の迅速化、経営監督機能の強化、内部統制システムの
充実などに、継続的に取り組んでいきます。

グリーンサンタ基金への寄付

石塚社長（右）、二橋取締役（左）よりグリーンサンタ基金へ目録贈呈 ベアサンタベアブリックストラップ

BE@RBRICK TM & © 2001-2009 MEDICOM TOY CORPORATION. All rights reserved.

三越伊勢丹グループでは、2008年12月に、「地球のために、子どもたちのために　未来へつづく

クリスマス」をテーマにチャリティキャンペーン「メリーグリーンクリスマス」を開催しました。この

キャンペーンは地球の環境と未来への思いを皆さまと共有するために、デンマークの環境親善大使

「グリーンサンタ®」をモチーフにした商品をお客さまにご購入いただき、売上高の一部がグリーン

サンタ基金に寄付されるチャリティ企画です。

2006年に伊勢丹グループの取り組みとしてスタートし、3回目を迎えた今年は伊勢丹、三越各店や

協力店を含む38店舗でオリジナルのベアブリックストラップ（税込300円）やベアサンタ400％

ベアブリックと絵本セット（税込7,000円）の販売を行い、寄付金総額は合計31,452,978円と

なりました。今回の寄付金は子どもたちへの国際材製品の寄贈や森づくりに使われています。

今後も、三越伊勢丹らしい取り組みを通じて社会貢献活動を継続していきます。

2006年に設立された団体。デンマークの環境親善大使「グリーンサンタ®」をキャラクターに据え、
子どもたちに緑あふれる未来を贈ることを目的とした森づくり活動や子どもたちへの国産材製品
の寄贈などに取り組んでいます。

＜グリーンサンタ基金＞
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三越伊勢丹ホールディングスは監査役会設置会社の形
態をとり、取締役会の諮問機関として社外取締役を中心に
構成される指名報酬委員会を創設し、ガバナンスの透明性
を確立しています。さらに執行役員制度を採用し、業務執

行の効率化・責任の明確化を図るとともに意思決定の迅速
化を図るため、経営戦略会議を原則週1回開催しています。
この会議では、グループにおける経営資源の適切な配分と
事業計画の立案と推進を行います。

三越伊勢丹ホールディングスは、経営戦略会議メンバーを
中心とするリスクマネジメント委員会および事務局※を設置し、
三越・伊勢丹両社のリスクマネジメント部門と密接に連携をと
りながら、グループ全体のリスクマネジメントを行う体制を整え
ています。リスクマネジメント基本方針および基本規程を定め
るとともに、平常時のリスク管理として優先的に対応すべきリ
スクを選定し、それぞれ事前防止策を策定・実施することに
よりリスク発現の未然防止または最小化に努めています。

また緊急時・リスク発生時の対応として、迅速に対応でき
る社内横断的な管理体制および情報連絡体制を整備する
とともに、優先順位の高いリスクに対しては具体的な対応計
画を策定し、全従業員に教育・訓練を行い、損害の拡大、
二次被害の防止・最小化、再発の防止に努めています。
災害対策の具体的な取組みとして、三越・伊勢丹各店で

の気象庁の緊急地震速報の運用やグループ横断での新型
インフルエンザ対策マニュアルの作成などを実施しています。

■リスクマネジメント

コーポレート・コミュニケーション

■財務報告に係る内部統制

適正な財務報告を確保するための全社的な方針や手続
きを示した上、必要な組織、ルール等を整備し、適切な運用
を図るとともに、重要な事項に誤りが発生することを防止す
る体制を整えています。独立的な評価部門として「内部監
査室」を設置しています。さらに、業務活動のモニタリング結
果の報告を受け、内部統制上の問題が発見された場合は
必要な是正措置をとっています。

事業年度期末日を基準日とした評価は、財務報告の信
頼性に及ぼす重要性から必要な範囲を決定し、「全社的な
内部統制」および「業務プロセスに係る内部統制」の評価
を一般に公正妥当と見られる評価の基準に準拠し実施しま
した。その結果、当社の財務報告に係る内部統制は有効で
あると判断しました。独立監査法人からも適正であるとの意
見表明を受けました。

全従業員が法令および定款に準じ職務を行う体制づくりを
進めています。「取締役会規程」に則り月１回取締役会を定例
開催し、取締役間の意思疎通を図るとともに相互に業務執行
を監督し、法令定款違反行為を未然に防止しています。
また、三越伊勢丹ホールディングス管理本部にコンプライアン
スに関する所管部署・担当を設置し、内部統制・法令遵守体
制の維持・向上を図っています。内部監査部門として独立した

専門部署を設置し、各部門と連携しながら業務遂行の適法
性・妥当性などを監査しています。 
そのほか、グループ全体を対象とする内部通報・相談窓口と

して、「三越伊勢丹グループホットライン」を設置し、従業員など
からの通報・相談のあった違法行為・不正行為・倫理に反する
行為に対して、コンプライアンスの視点から、当該行為の是正
措置・再発防止策の策定と実施を行っています。

■コンプライアンス

株主総会

取締役会
監査役

内部監査室

監査役

監査役会
指名報酬委員会

代表取締役会長兼CEO

代表取締役社長兼COO

経営戦略会議

各本部各本部

各部門

各委員会

●内部統制関係図

■会社の機関および内部統制システムの整備状況

※三越伊勢丹ホールディングス管理本部
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代表取締役会長執行役員　兼　最高経営責任者（CEO）
武藤　信一

代表取締役社長執行役員　兼　最高執行責任者（COO）
石塚　邦雄

取締役
二橋　千裕

取締役
天野　公平

取締役専務執行役員　経営戦略本部長
髙田　信哉

取締役常務執行役員　管理本部長
赤松　憲

取締役（社外）
畔柳　信雄

取締役（社外）
宮村　眞平

取締役（社外）
池田　守男

常勤監査役
二瓶　郁夫

常勤監査役
阿部　健一

監査役（社外）
北山　禎介

監査役（社外）
飯島　澄雄

代表取締役　会長執行役員
天野　公平

代表取締役　社長執行役員
石塚　邦雄

取締役　専務執行役員
太田垣　立郎

取締役　専務執行役員
重松　健

取締役　常務執行役員
小島　浩介

取締役　常務執行役員
中　陽次

取締役（社外）
佐藤　文夫

取締役（社外）
武藤　信一

取締役（社外）
大川　惠之輔

常勤監査役
小泉　幸博

監査役（社外）
佐成　豐彦

監査役（社外）
二瓶　郁夫

専務執行役員　営業政策本部長
大川　惠之輔

常務執行役員　経営戦略本部関連事業部長
中川　俊明

執行役員　経営戦略本部経営企画部長
和田　秀治

執行役員　経営戦略本部企画推進部長
白井　俊徳

執行役員　営業政策本部営業政策部長
宮川　理一郎

執行役員　営業政策本部店舗運営部長
瀧野　良夫

執行役員　管理本部総務部長
武宮　徹郎

執行役員　管理本部経理部長
山崎　茂樹

執行役員　管理本部業務部長
中村　正秀

役員体制 （2009年6月29日現在）

株式会社三越伊勢丹ホールディングス

株式会社三越

代表取締役　会長執行役員　 
橋本　幹雄

代表取締役　社長執行役員　 
大西　洋

代表取締役　専務執行役員　
二橋　千裕

取締役　常務執行役員　
中込　俊彦

取締役　
武藤　信一

取締役（社外）
谷野　剛

取締役（社外）
石塚　邦雄

取締役（社外）
赤松　憲

常勤監査役
熊谷　勉

監査役（社外）
飯島　澄雄

監査役（社外）
阿部　健一

株式会社伊勢丹
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持株会社設立初年度となった当連結会計年度では、当社
グループは、グループ企業理念に掲げる｢世界随一の小売
サービス業グループ｣の実現に向け、｢三越、伊勢丹ブランドの
価値向上｣、「グループ力を最大限に発揮するための営業基
盤の統合」および「店頭において販売員が提供する顧客満足
の最大化」を基本方針に掲げ、三越および伊勢丹が有する強
みと経営資源を最大限に活かすべく、営業力の強化と業務効
率の向上に向けた基盤整備に取り組みました。
国内の百貨店業においては、景気後退への先行き不安で
消費マインドが急速に落ち込んだことで、特に年度後半より、
各店において減収傾向が鮮明化するなど、全体として極めて
厳しい商況が続きました。このような状況の下、2009年3月期
の連結業績は、売上高が1,426,684百万円、営業利益は
19,582百万円、経常利益は35,052百万円、当期純利益は
4,683百万円となりました。

当グループの中核となる百貨店業においては、2008年4月
の統合記念祭、6月の東京メトロ副都心線開通、9月の伊勢丹
本店婦人リモデル、11月の三越仙台店の増床等で新しい
顧客の開拓に踏み出しましたが、全体の底上げまでには至ら
ず、各店舗で減収となりました。なお、構造改革の一環として、
三越池袋店と三越鹿児島店につきましては2009年５月６日に、
三越武蔵村山店および三越名取店ならびに小型売店各店
（三越鎌倉、三越盛岡）につきましては2009年3月1日に、それ
ぞれ営業を終了いたしました。
海外の百貨店業については、世界的な景気後退の影響で
地域経済が悪化する中、東南アジア、中国とも円高の影響も
あり減収となり、特に中国新店の開店に伴う経費負担増等に
より減益となりました。なお、ドイツ三越につきましては2008年
７月に、上海錦江伊勢丹有限公司につきましては同年８月に、
グループ全体の経営効率改善の観点から、それぞれ会社を
清算することを決定しました。
クレジット・金融業においては、（株）伊勢丹アイカードが、
2008年11月に「VISA付新アイカード」を発行しましたが、百貨
店カード取扱高の減少やカードシステム投資等の費用発生など
の要因により、減益となりました。
小売・専門店業におきましては、（株）クイーンズ伊勢丹が
2008年3月に砧店（東京都世田谷区）、10月に大宮店（埼玉
県さいたま市）をオープンし増収となりましたが、新規開店に伴う
経費負担増等の影響により減益となりました。
その他、営業支援機能を担うグループ会社が、統合効果を
早期に創出すべく、生産性の高い業務基盤の構築に取り組
みました。

2009年3月期の概況　売上高1兆4,266億円

● 百貨店業

■ 連結売上高・営業利益の内訳 （単位：百万円）

百貨店事業
小売・専門店業
クレジット・金融業
友の会事業
その他事業
合計※

19,134

△ 503

1,182

△ 2,758

2,351

19,582

売上高会社名

（単位：百万円）

（株）三越
（株）伊勢丹
（株）静岡伊勢丹
（株）新潟伊勢丹
（株）岩田屋
天津伊勢丹有限公司
上海梅龍鎮伊勢丹百貨有限公司
成都伊勢丹百貨有限公司
瀋陽伊勢丹百貨有限公司
イセタン（シンガポール）Ltd.
イセタン（タイランド）Co., Ltd.
イセタン オブ ジャパン Sdn. Bhd.
米国三越　INC.

657,106

432,477

23,212

35,028

98,257

8,582

8,015

3,059

1,713

21,437

3,174

13,358

2,928

セグメント

● クレジット・金融業

売上高会社名

営業利益

1,322,221

9,862

54,081

363

40,155

1,426,684

売上高

（単位：百万円）

（株）伊勢丹アイカード
（株）三越保険サービス

13,455

626

● 小売・専門店業

売上高会社名

（単位：百万円）

（株）マミーナ
（株）クイーンズ伊勢丹

7,685

54,597

● 友の会事業

売上高会社名

（単位：百万円）

（株）三越友の会
（株）イセタンクローバーサークル

2,625

1,610

三越伊勢丹　At a Glance

※セグメント別売上高、営業利益の合計は、内部売上、振替高を消去した後の金額です。
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（単位：百万円）

（単位：%）

（単位：円）

（単位：%）

売上高

売上総利益

販売費及び一般管理費

営業利益

経常利益

当期純利益

総資産

純資産

有利子負債

設備投資

減価償却費

営業活動によるキャッシュ・フロー

投資活動によるキャッシュ・フロー

財務活動によるキャッシュ・フロー

売上高総利益率

売上高販管比率

売上高営業利益率

総資産営業利益率（ROA)

自己資本当期純利益率（ROE)

自己資本比率

有利子負債依存度

1株当たり当期純利益

1株当たり配当金

配当性向

1,426,684

397,446

377,863

19,582

35,052

4,683

1,351,633

489,740

232,842

30,120

24,253

18,162

△ 27,429

7,116

27.86

26.5

1.4

1.4

1.0

35.2

17.2

12.08

14.00

115.9

2009年3月期

株式会社三越伊勢丹ホールディングス
及び連結子会社・関連会社

Financial  Sect ion

連結経営指標
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2009年３月31日現在資産の部

株式会社三越伊勢丹ホールディングス
及び連結子会社・関連会社

Financial  Sect ion

連結貸借対照表

（単位：百万円）

流動資産合計
現金及び預金
受取手形及び売掛金
有価証券
商品
製品
仕掛品
原材料
貯蔵品
繰延税金資産
その他 

貸倒引当金

固定資産合計
有形固定資産合計
建物及び構築物
減価償却累計額
建物及び構築物（純額）
土地
建設仮勘定
その他
減価償却累計額
その他（純額）

無形固定資産合計
ソフトウエア
その他

投資その他の資産合計
投資有価証券
長期貸付金
差入保証金
繰延税金資産
その他
貸倒引当金

資産合計

260,856
41,102

104,001
566

63,838
1,102

101
547
814

23,654
27,734
△ 2,606

1,090,776
784,811
466,064

△ 273,686
192,378
567,144

7,027
62,270

△ 44,008
18,261

74,642
12,425
62,217

231,322
95,189
12,727
89,290

7,915
28,237
△ 2,038

1,351,633
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2009年３月31日現在負債の部

純資産の部

（単位：百万円）

流動負債合計
支払手形及び買掛金
短期借入金
コマーシャル・ペーパー
未払法人税等
商品券
繰延税金負債
賞与引当金
ポイント引当金
商品券回収損引当金
その他

固定負債合計
長期借入金
繰延税金負債
退職給付引当金
負ののれん
その他

負債合計

株主資本合計
資本金
資本剰余金
利益剰余金
自己株式

評価・換算差額等合計
その他有価証券評価差額金
繰延ヘッジ損益
為替換算調整勘定

新株予約権

少数株主持分

純資産合計

負債純資産合計

500,990
99,004

165,742
30,000

3,441
88,145

12
4,976
1,858

19,228
88,580

360,902
37,100

194,393
63,561
52,937
12,909

861,892

487,484
50,006

319,118
118,424
△ 64

△ 12,115
△ 3,016
△ 15

△ 9,083

733

13,637

489,740

1,351,633
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（単位：百万円）

売上高
売上原価
売上総利益
販売費及び一般管理費
広告宣伝費
ポイント引当金繰入額
給料手当及び賞与
退職給付費用
貸倒引当金繰入額
減価償却費
地代家賃
業務委託費
その他

営業利益
営業外収益
受取利息
受取配当金
持分法による投資利益
未回収商品券受入益
負ののれん償却額
その他

営業外費用
支払利息
固定資産除却損
商品券回収損引当金繰入額
その他

経常利益
特別利益
投資有価証券売却益
固定資産売却益

特別損失
たな卸資産評価損
固定資産処分損
減損損失 
投資有価証券評価損
関係会社整理損
構造改革損失

税金等調整前当期純利益
法人税、住民税及び事業税
法人税等調整額
法人税等合計
少数株主利益
当期純利益

1,426,684
1,029,238

397,446
377,863

36,047
1,573

116,107
7,539

801
24,253
48,507
38,566

104,467
19,582
35,219

868
1,088
4,368

10,803
13,235

4,854
19,749

3,016
1,846
9,487
5,398

35,052
1,330

273
1,056

24,897
1,494

570
4,982
8,078
1,278
8,492

11,484
7,232

△ 1,297
5,934

867
4,683

2008年4月1日から2009年3月31日まで

株式会社三越伊勢丹ホールディングス
及び連結子会社・関連会社

Financial  Sect ion

連結損益計算書
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（単位：百万円）

株主資本
資本金
前期末残高
新株の発行
株式移転による増加
当期変動額合計
当期末残高
資本剰余金
前期末残高
新株の発行
株式移転による増加
自己株式の処分
当期変動額合計
当期末残高
利益剰余金
前期末残高
剰余金の配当
当期純利益
連結範囲の変動
当期変動額合計
当期末残高

自己株式
前期末残高
株式移転による増加
自己株式の取得
自己株式の処分
当期変動額合計
当期末残高
株主資本合計
前期末残高
新株の発行
株式移転による増加
剰余金の配当
当期純利益
自己株式の取得
自己株式の処分
連結範囲の変動
当期変動額合計
当期末残高

36,763
6

13,236
13,242
50,006

43,343
6

275,766
2

275,774
319,118

115,776
△ 1,983

4,683
△ 52
2,647

118,424

△ 1
△ 29
△ 65

31
△ 62
△ 64

195,881
12

288,974
△ 1,983

4,683
△ 65

34
△ 52

291,602
487,484

2008年4月1日から2009年3月31日まで

株式会社三越伊勢丹ホールディングス
及び連結子会社・関連会社

連結株主資本等変動計算書
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（単位：百万円）

評価・換算差額等
その他有価証券評価差額金
前期末残高
株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 
当期変動額合計
当期末残高

繰延ヘッジ損益
前期末残高
株主資本以外の項目の当期変動額（純額）
当期変動額合計
当期末残高
為替換算調整勘定
前期末残高
株主資本以外の項目の当期変動額（純額）
当期変動額合計
当期末残高
評価・換算差額等合計
前期末残高
株主資本以外の項目の当期変動額（純額）
当期変動額合計
当期末残高

新株予約権
前期末残高
株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 
当期変動額合計
当期末残高

少数株主持分
前期末残高
株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 
当期変動額合計
当期末残高

純資産合計
前期末残高
新株の発行
株式移転による増加
剰余金の配当
当期純利益
自己株式の取得
自己株式の処分
連結範囲の変動
株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 
当期変動額合計
当期末残高

6,788
△ 9,804
△ 9,804
△ 3,016

△ 2
△ 12
△ 12
△ 15

975
△ 10,059
△ 10,059
△ 9,083

7,761
△ 19,876
△ 19,876
△ 12,115

648
85
85

733

14,424
△ 786
△ 786
13,637

218,716
12

288,974
△ 1,983

4,683
△ 65

34
△ 52

△ 20,577
271,024
489,740

2008年4月1日から2009年3月31日まで

Financial  Sect ion

連結株主資本等変動計算書
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（単位：百万円）

営業活動によるキャッシュ・フロー
税金等調整前当期純利益
減価償却費
減損損失
負ののれん償却額
貸倒引当金の増減額（△は減少）
退職給付引当金の増減額（△は減少） 
受取利息及び受取配当金
支払利息
持分法による投資損益（△は益） 
固定資産売却損益（△は益） 
固定資産処分損益（△は益） 
投資有価証券売却損益（△は益）
投資有価証券評価損益（△は益） 
関係会社整理損
構造改革損失
売上債権の増減額（△は増加）
たな卸資産の増減額（△は増加）
仕入債務の増減額（△は減少） 
未払費用の増減額（△は減少） 
その他
小計

利息及び配当金の受取額
利息の支払額
法人税等の支払額
営業活動によるキャッシュ・フロー

投資活動によるキャッシュ・フロー
定期預金の預入による支出
定期預金の払戻による収入
有形固定資産の取得による支出
有形固定資産の売却による収入
無形固定資産の取得による支出
有価証券及び投資有価証券の取得による支出
有価証券及び投資有価証券の売却による収入
連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却による支出
敷金及び保証金の回収による収入
敷金及び保証金の差入による支出
その他
投資活動によるキャッシュ・フロー

財務活動によるキャッシュ・フロー
短期借入金の純増減額（△は減少）
長期借入れによる収入
長期借入金の返済による支出
社債の償還による支出
コマーシャル・ペーパーの増減額（△は減少） 
配当金の支払額
自己株式の取得による支出
自己株式の売却による収入
少数株主への配当金の支払額
その他
財務活動によるキャッシュ・フロー

現金及び現金同等物に係る換算差額
現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 
現金及び現金同等物の期首残高
株式移転による現金及び現金同等物の増加額
連結の範囲の変更に伴う現金及び現金同等物の増減額（△は減少）
現金及び現金同等物の期末残高

11,484
25,017

4,982
△ 13,235
△ 439
△ 972
△ 1,957

3,016
△ 4,368
△ 1,055

570
△ 270
8,078
1,278
8,492
8,936
4,984

△ 17,349
△ 2,971
△ 7,476

26,746
4,713

△ 3,197
△ 10,099

18,162

△ 6,725
1,062

△ 26,762
5,828

△ 5,129
△ 10,945

4,508
△ 532
11,035
△ 938
1,169

△ 27,429

39,311
30,000

△ 70,973
△ 10,000

21,000
△ 2,005
△ 65

34
△ 119
△ 66
7,116

△ 2,963
△ 5,113

27,208
13,244
△ 589
34,749

2008年4月1日から2009年3月31日まで

株式会社三越伊勢丹ホールディングス
及び連結子会社・関連会社

連結キャッシュ・フロー計算書
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Financial  Sect ion

株式会社三越の概況

（単位：百万円）

売上高
売上総利益
販売管理費
営業利益
経常利益
当期純利益

787,774
207,968
193,664

14,303
10,820

409

2006年2月

833,870
219,295
204,467

14,828
9,624

△ 8,698

2005年2月

747,982
197,653
185,264

12,338
9,002

△ 1,671

2007年2月

729,396
191,543
182,088

9,455
6,965

△ 3,027

2008年2月

657,106
166,859
177,984

818
3,490
8,207

2009年3月

三越はコーポレートメッセージの「飾る日も　飾らない日も　三越と」にある

ように、お客さまの人生を飾る特別な日も、日常の中の一日も、上質な商品と

サービスを提供することで、お客さまとの強い信頼関係を築いてきました。

日本橋本店については、品揃えや販売サービス等の業務フローについて、

店全体として一貫性のある施策を推進すべく、他の支店に先行して、伊勢丹

の店頭営業の仕組みをベースにした運営モデルの構築に取り組みました。

また、三越仙台店は、2009年3月6日、増床リモデルが完了し、東北最大

規模の百貨店としてグランドオープンしました。

※前期まで売上高に計上していた不動産収入を今期から「その他の営業収入」に計上方法を変更したことにより、
売上高に対してマイナス180億円の影響があります。

※三越は2009年3月期に決算期を2月から3月に変更したため、前年実績は2007年3月1日から2008年
2月末までの参考実績となります。

■ 売上高

2005 2006 2007 2008 2009
0

400,000

200,000

600,000

800,000

1,000,000
（百万円）

■ 営業利益

2005 2006 2007 2008 2009
0

6,000

3,000

9,000

12,000

15,000
（百万円）

■ 当期純利益

2005 2006 2007 2008 2009
△10,000

△2,000

△4,000

△6,000

△8,000

2,000

0

6,000

8,000

4,000

10,000
（百万円）

■

■

■
■

■

■

■

■

■
■
■

■
■
■

■

2009年3月期の三越単体の売上高は6,571億円（前年実績7.293億円）※、

営業利益は8億円（前年実績94億円）、経常利益は34億円（前年実績

69億円）、当期純利益は82億円（前年実績△30億円）となりました。
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■ ■ ■

店別売上高 （単位：百万円）

日本橋本店
名古屋栄店
銀座店
札幌店
仙台店
福岡店
その他
合計

290,667
98,896
60,178
43,901
37,173
46,053

210,898
787,774

2006年2月

278,437
93,439
59,928
41,472
36,213
44,936

193,551
747,982

2007年2月

253,109
64,578
48,919
36,397
36,879
41,495

175,727
657,106

2009年3月

商品別売上高 （単位：百万円）

衣料品
身廻品
雑貨
家庭用品
食料品
その他
合計

265,571
105,691
129,598

46,445
194,427

46,039
787,774

2006年2月

290,851
82,251
59,574
47,667
39,831
46,324

267,365
833,870

2005年2月

283,980
104,750
134,573

53,175
212,984

44,405
833,870

2005年2月

251,699
100,943
127,556

41,726
186,435

39,620
747,982

2007年2月

272,887
89,562
53,722
38,987
38,788
44,660

190,781
729,396

2008年2月

247,066
100,443
115,983

38,866
187,519

39,517
729,396

2008年2月

218,897
86,188

104,420
34,176

185,447
27,975

657,106

2009年3月

2005 2006 2007 2008 2009

（%）

■食料品

■身廻品

■雑貨
■家庭用品

■その他

■衣料品

0

20

40

60

80

100

■ 店別売上高比率 （2009年3月期）

■ 商品別売上高比率

■日本橋本店
■名古屋栄店
■銀座店

38%
10%
7%

■福岡店
■仙台店
■札幌店

■その他

6%
6%
6%

27%
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株式会社伊勢丹の概況
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（単位：百万円）

売上高
売上総利益
販売管理費
営業利益
経常利益
当期純利益

444,263
123,865
105,504

20,019
21,629
13,147

2006年3月

434,405
118,804
103,734

15,070
21,336
12,127

2005年3月

454,951
126,612
109,861

21,823
22,832
12,383

2007年3月

462,059
128,032
110,667

23,261
25,912
11,522

2008年3月

432,477
118,431
105,688

14,697
27,652
10,272

2009年3月

2009年3月期の伊勢丹単体の売上高は4,324億円（前年比93.6％、

前年実績4,620億円）、営業利益は146億円（前年比63.2％、前年実績

232億円）、経常利益は276億円（前年比106.7％、前年実績259億円）、

当期純利益は102億円（前年比89.1％、前年実績115億円）となりました。

伊勢丹においては、企業スローガンの「毎日が、あたらしい。ファッションの

伊勢丹」を具体的に実践すべく、当社限定の商品である｢オンリー・アイ｣や

高品質・高感度な商品を集積した｢自主編集ショップ｣等で、衣・食・住の

すべての分野において独自性のある商品提案を行いました。

本店では、顧客ニーズに応じた新たな商品やサービスをさらに深く追求す

べく、2008年9月に、本館地下2階に「イセタンガール」、本館2階に「マ・ラン

ジェリー」と「ビューティーアポセカリー」をオープンしました。

また、支店では、各店の品揃えや業務オペレーション等を標準化した

｢ユニットショップ｣が、引き続き収益力向上に貢献しました。

■ 売上高
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■ 営業利益
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■ 当期純利益
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■

■
■

■
■
■
■
■
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■ ■ ■

店別売上高 （単位：百万円）

本店
立川店
吉祥寺店
松戸店
浦和店
相模原店
府中店
合計

252,235
40,240
17,890
29,121
47,959
32,310
24,505

444,263

2006年3月

256,980
40,535
18,274
29,010
52,775
32,490
24,884

454,951

2007年3月

246,003
38,851
17,432
26,394
49,329
30,879
23,586

432,477

2009年3月

商品別売上高 （単位：百万円）

衣料品
身廻品
雑貨
家庭用品
食料品
その他
合計

220,770
43,652
58,645
15,360
82,001
23,832

444,263

2006年3月

246,001
38,932
17,489
28,829
47,458
31,948
23,746

434,405

2005年3月

210,754
40,654
56,420
15,534
87,521
23,519

434,405

2005年3月

224,345
48,172
59,921
17,270
82,267
22,973

454,951

2007年3月

263,367
41,122
18,641
28,348
52,783
32,671
25,124

462,059

2008年3月

224,436
51,950
60,032
18,405
84,510
22,724

462,059

2008年3月

204,436
48,668
56,695
17,156
83,895
21,623

432,477

2009年3月

■衣料品

■その他
■食料品
■家庭用品
■雑貨
■身廻品
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（%）
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■ 商品別売上高比率

■ 店別売上高比率 （2009年3月期）

■本店
■立川店

58%
9%

■府中店
■相模原店
■浦和店
■松戸店
■吉祥寺店

5%
7%

11%
6%
4%
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伊勢丹

三越

（単位：百万円）

売上高
売上総利益
その他の営業収入
営業総利益
販売管理費及び一般管理費
営業利益
経常利益
当期純利益

444,263
123,865

1,657
125,523
105,504

20,019
21,629
13,147

2006年3月

454,951
126,612

5,073
131,685
109,861

21,823
22,832
12,383

2007年3月

432,477
118,431

1,954
120,386
105,688

14,697
27,652
10,272

2009年3月

（単位：百万円）

売上高
売上総利益
その他の営業収入
営業総利益
販売管理費及び一般管理費
営業利益
経常利益
当期純利益

787,774
207,968

–
–

193,664
14,303
10,820

409

2006年2月

434,405
118,804

118,804
103,734

15,070
21,336
12,127

2005年3月

833,870
219,295

–
–

204,467
14,828

9,624
△ 8,698

2005年2月

747,982
197,653

–
–

185,264
12,338

9,002
△ 1,671

2007年2月

462,059
128,032

5,896
133,929
110,667

23,261
25,912
11,522

2008年3月

729,396
191,543

–
–

182,088
9,455
6,965

△ 3,027

2008年2月

657,106
166,859

11,943
178,802
177,984

818
3,490
8,207

2009年3月

■ 販売管理費及び一般管理費

2005 2006 2007 2008 2009

2005 2006 2007 2008 2009

2005 2006 2007 2008 2009

2005 2006 2007 2008 2009
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■三越　■伊勢丹

■三越　■伊勢丹

■三越　■伊勢丹
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■

■ ■

■ ■

■ ■

■ ■

■

■ ■

（単位：%）

売上高総利益率
売上高販管比率
売上高営業利益率
売上高経常利益率

27.9
23.8

4.5
4.9

2006年3月

27.8
24.1

4.8
5.0

2007年3月

27.4
24.4

3.4
6.4

2009年3月

（単位：%）

売上高総利益率
売上高販管比率
売上高営業利益率
売上高経常利益率

26.4
24.6

1.8
1.4

2006年2月

27.4
23.9

3.4
4.9

2005年3月

26.3
24.5

1.8
1.2

2005年2月

26.4
24.8

1.7
1.2

2007年2月

27.7
24.0

5.0
5.6

2008年3月

26.3
25.0

1.3
1.0

2008年2月

25.4
27.1

0.1
0.5

2009年3月

■ 売上高総利益率
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■三越　　■伊勢丹
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総資産　（百万円）
純資産　（百万円）
総資産営業利益率（ROA)(%)
自己資本利益率（ROE)　（％）

353,057
159,858

6.1
8.9

2006年3月

333,255
156,760

6.4
7.8

2007年3月

328,837
140,179

4.5
6.9

2009年3月

総資産　（百万円）
純資産　（百万円）
総資産営業利益率(ROA)(%)　
自己資本利益率（ROE)　（％）

529,539
106,889

2.7
0.4

2006年2月

305,875
136,570

4.8
9.2

2005年3月

558,582
106,885

2.7
△ 7.8

2005年2月

507,173
103,019

2.4
△ 1.6

2007年2月

328,353
159,291

7.0
7.3

2008年3月

504,212
97,837

1.9
△ 3.0

2008年2月

523,213
94,586

0.2
8.5

2009年3月

■ 総資産営業利益率（ＲＯＡ）
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■三越　　■伊勢丹

0

1

2

4

6

7

5

3

8
（%）

■ 自己資本利益率（ＲＯＥ）

2005 2006 2007 2008 2009

■三越　　■伊勢丹

△10

△8

△4

△6

0

6

4

2

△2

8

10
（%）

■ 総資産

2005 2006 2007 2008 2009 2005 2006 2007 2008 2009

■三越　■伊勢丹 ■三越　■伊勢丹

0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

600,000

0

50,000

100,000

150,000

200,000

■ 純資産
（百万円） （百万円）

伊勢丹

三越

効率性／安定性
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■

■ ■

■

■ ■

■

■ ■ ■ ■

■

有利子負債　（百万円）
有利子負債依存度　（％）

設備投資　（百万円）
減価償却費　（百万円）

79,022
22.4

29,802
5,793

2006年3月

66,344
19.9

12,227
6,565

2007年3月

101,267
30.8

5,112
6,658

2009年3月

有利子負債　（百万円）
有利子負債依存度　（％）

設備投資　（百万円）
減価償却費　（百万円）

194,994
36.8

12,569
11,865

2006年2月

72,854
23.8

6,898
5,640

2005年3月

196,563
35.2

34,518
9,977

2005年2月

173,354
34.2

20,778
10,323

2007年2月

66,190
20.2

12,740
7,705

2008年3月

180,448
35.8

21,241
10,713

2008年2月

178,809
34.2

25,253
10,184

2009年3月

■ 有利子負債
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従業員数　（名）
男性
女性
（臨時社員を含む）

人件費　（百万円）
人件費/売上総利益　（％）
1人当たり売上高　（千円）

売場面積　（㎡）
１㎡当たり売上高　（千円）

6,924
3,844
3,080

10,275

63,759
30.6

75,874

588,853
1,441

2006年2月

7,904
4,256
3,648

11,115

70,256
31.4

74,445

554,687
1,508

2005年2月

6,714
3,717
2,997

10,032

61,787
31.2

72,959

542,591
1,382

2007年2月

6,541
3,588
2,953
9,963

61,819
32.2

71,694

516,416
1,324

2008年2月

6,291
3,372
2,919
9,976

59,341
35.6

65,868

522,354
1,230

2009年3月

従業員数　（名）
男性
女性
（臨時社員を含む）

人件費　（百万円）
人件費/売上総利益　（％）
1人当たり売上高　（千円）

売場面積　（㎡）
１㎡当たり売上高　（千円）

3,797
1,626
2,171
7,482

42,700
34.5

58,233

261,944
1,696

2006年3月

4,023
1,659
2,364
7,592

44,789
37.7

56,482

261,886
1,658

2005年3月

3,632
1,572
2,060
7,504

41,971
33.1

59,486

262,586
1,732

2007年3月

3,481
1,521
1,960
7,547

41,770
32.6

60,156

263,369
1,754

2008年3月

3,374
1,479
1,895
7,706

39,471
33.3

56,122

263,369
1,642

2009年3月

■■ １人当たり売上高

2005 2006 2007 2008 2009 2005 2006 2007 2008 2009

■三越　■伊勢丹 ■三越　■伊勢丹
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1,000

1,500

2,000

■ １㎡当たり売上高
（千円） （千円）

伊勢丹

三越

従業員の状況



32

■

■ ■ ■ ■

■

国内店舗 （2009年8月1日現在）

●三越
◎伊勢丹
■連結百貨店子会社
◆持分法適用関連会社

店舗
店舗
社 （株）静岡伊勢丹、（株）新潟伊勢丹、（株）岩田屋、（株）札幌丸井今井、（株）函館丸井今井
社 （株）ジェイアール西日本伊勢丹、（株）プランタン銀座、（株）うすい百貨店

12
7
5
3

合計10社28店舗

●札幌店

●仙台店

◎浦和店

◎吉祥寺店

◎本店
●日本橋本店

●銀座店
◆（株）プランタン銀座

◎松戸店

●千葉店

◎相模原店

◎府中店

◎立川店
●名古屋栄店
●星ヶ丘店

■（株）静岡伊勢丹

◆（株）ジェイアール西日本伊勢丹

●高松店

●松山店

●広島店

■（株）新潟伊勢丹
●新潟店

●福岡店

■（株）岩田屋 本店
久留米店

◆（株）うすい百貨店

◎伊勢丹（7店舗）
●三越（3店舗）
◆（株）プランタン銀座

■（株）札幌丸井今井

■（株）函館丸井今井

〈首都圏拡大図〉
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海外店舗 （2009年8月1日現在）

アジア地区

中国（瀋陽）
●瀋陽伊勢丹
■瀋陽伊勢丹百貨有限公司

タイ（バンコク）
●バンコク伊勢丹
■イセタン（タイランド）Co.,Ltd.
■ITMクローバーCo.,Ltd.

台湾

中国（天津）
●天津伊勢丹
■天津伊勢丹有限公司

中国（上海）
●花園飯店（上海）三越
●上海梅龍鎮伊勢丹
◆三越上海事務所
■上海梅龍鎮伊勢丹百貨有限公司

マレーシア（クアラルンプール）
●クアラルンプール伊勢丹LOT10店
●クアラルンプール伊勢丹KLCC店
●クアラルンプール伊勢丹
　THE GARDENS店
■イセタン オブ ジャパン Sdn.Bhd.

シンガポール
●シンガポール伊勢丹・スコッツ店
●シンガポール伊勢丹・オーチャード店
●シンガポール伊勢丹・カトン店
●シンガポール伊勢丹・タンピネス店
●シンガポール伊勢丹・セラングーン店
　（2010年末開店予定）
★シンガポール伊勢丹・マンゴブティック
■イセタン（シンガポール）Ltd.
■レキシム（シンガポール）Pte.Ltd.

中国（成都）
●成都伊勢丹
■成都伊勢丹百貨有限公司

●新光三越台北南京西路店
　1号館、2号館、3号館
●新光三越台北駅前店
●新光三越台北信義1号店
●新光三越台北信義2号店
●新光三越台北信義3号店
●新光三越台北信義4号店
●新光三越台北天母店
●新光三越桃園大有店
●新光三越桃園駅前店
●新光三越新竹店
●新光三越台中店
●新光三越嘉義店
●新光三越台南1号店
●新光三越台南2号店
●新光三越高雄三多店
■新光三越百貨股份有限公司

*

*

G

E

D

H

C

B

A
F

H

G

E

D

B

A

F

C
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欧州・米国

アメリカ
●オーランド三越
◆ニューヨーク三越事務所
◆（伊勢丹）ニューヨーク駐在事務所
■米国三越INC.

スペイン
●マドリッド三越
■スペイン三越S.A.
※マドリッド三越は2009年
　12月末日閉店予定

フランス
●パリ三越
◆パリ駐在事務所（三越）
◆パリ駐在事務所（伊勢丹）
■フランス三越S.A.S.
○三越エトワール

イギリス
●ロンドン三越
■英国三越LTD.

イタリア
●ローマ三越
■イセタンイタリアS.r.l.
■イタリア三越S.p.A.

●…店舗　★…海外店（専門店・ギフトショップ）　■…海外関係会社　◆…海外駐在事務所　○…その他
*持分法適用関連会社

I

I

K

J

LM

I

M

J

K

L
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三越伊勢丹グループ （2009年8月1日現在）

連結子会社 42社 11社 （売上高は2009年3月期）*持分法適用関連会社

百貨店業 クレジット･金融業

〈国内〉

（株）三越
〒103-8001
東京都中央区日本橋室町1-4-1
TEL：03-3241-3311
売上高：6,571億円

〈海外〉

（株）伊勢丹

（株）静岡伊勢丹
〒420-0031
静岡県静岡市葵区呉服町1-7
TEL：054-251-2211
売上高：232億円

（株）新潟伊勢丹
〒950-0909
新潟県新潟市中央区八千代1-6-1
TEL：025-242-1111
売上高：350億円

（株）岩田屋
〒810-8680
福岡県福岡市中央区天神2-5-35
TEL：092-721-1111
売上高：982億円

（株）札幌丸井今井
〒060-0061
北海道札幌市中央区南一条西二丁目11番地
TEL：011-205-1151

（株）函館丸井今井
〒040-0011
北海道函館市本町32番15号
TEL：0138-32-1151

*（株）プランタン銀座
〒104-0061
東京都中央区銀座3-2-1
TEL：03-3567-0077

*（株）うすい百貨店
〒963-8004
福島県郡山市中町13-1
TEL：024-932-0001

*（株）ジェイアール西日本伊勢丹
〒606-8216
京都府京都市下京区烏丸通塩小路下ル東塩小路町
901番地
TEL：075-352-1111

天津伊勢丹有限公司
中華人民共和国天津市和平区南京路 「現代城」
TEL：86-22-2722-1111
売上高：85億円

上海梅龍鎮伊勢丹百貨有限公司
中華人民共和国上海市南京西路 1038号
TEL：86-21-6272-1111
売上高：80億円

成都伊勢丹百貨有限公司
中華人民共和国四川省成都市大科甲巷８号利都広場Ｂ座
TEL：86-28-8082-1111
売上高：30億円

（株）伊勢丹アイカード※１
〒160-0022
東京都新宿区新宿5-17-18
TEL：03-5273-6500
売上高：134億円
※１　2009年9月1日、（株）エムアイカードに社名を変更

します。

小売･専門店業

（株）マミーナ
〒160-0022
東京都新宿区新宿5-17-18
TEL：03-5286-1050
売上高：76億円

友の会事業

（株）三越友の会
〒103-0022
東京都中央区日本橋室町1-6-3
TEL：03-3272-3911
売上高：26億円

（株）三越保険サービス
〒100-0004
東京都千代田区大手町2-6-2
TEL：03-5255-8811
売上高：6億円

〒812-0025
福岡県福岡市博多区店屋町1-35
TEL：092-283-6060

*（株）エージーカード

（株）イセタンクローバーサークル
〒160-0022
東京都新宿区新宿3-15-17
TEL：03-3354-5802
売上高：16億円

岩田屋友の会（株）
〒810-0021
福岡市中央区今泉1-6-1
TEL：092-721-6806

瀋陽伊勢丹百貨有限公司
中華人民共和国遼寧省瀋陽市和平区太原北街84号
TEL：86-24-6250-1111
売上高：17億円

イセタン（シンガポール）Ltd.
593 Havelock Rord #04 01 Isetan Office 
Bldg. Singapore 169641, Singapore
TEL：65-6732-8866
売上高：214億円

イセタン（タイランド）Co., Ltd.
4/14/2 Central World Plaza Rajadamri Road, 
Pathumwan, Bangkok 10330 Thailand
TEL：66-2-255-9898
売上高：31億円

イセタン オブ ジャパン　Sdn. Bhd.
Suria KLCC, Kuala Lumpur City Center 50088 
Kuala Lumpur, Malaysia
TEL：60-3-2382-7777
売上高：133億円

米国三越 INC.
7232 Sand Lake Road Suite 200, Orlando, 
Florida 32819 U.S.A.
TEL：1-407-352-1986
売上高：29億円

（株）クイーンズ伊勢丹
〒160-0022
東京都新宿区新宿5-11-22
TEL：03-5368-1234
売上高：545億円

*アールアンドアイダイニング（株）
〒160-0022
東京都新宿区新宿2-19-12
TEL：03-3357-5981

*セントレスタ（株）
〒160-0022
東京都新宿区新宿2-19-12
TEL：03-3355-8077

*新光三越百貨股份有限公司
中華民国台北市松高路19号7-9階
TEL：886-2-2757-3688

*アイティーエム　クローバー　Co., Ltd.
4/1-4/2 Central World Plaza.Rajadamri Road, 
Pathuwan, Bangkok 10330, Thailand
TEL：66-2-255-9898

*（株）浜屋百貨店
〒850-8510
長崎県長崎市浜町7-11
TEL：095-824-3221

〒160-0022
東京都新宿区新宿3-14-1
TEL：03-3352-1111
売上高：4,324億円
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その他事業

〈不動産管理業〉

（株）三越不動産
〒101-0032
東京都千代田区岩本町2-1-18
TEL：03-3851-0565
売上高：49億円

（株）三越環境デザイン
〒100-0004
東京都千代田区大手町2-6-2
TEL：03-3242-4481
売上高：132億円

名古屋ビルサービス（株）
〒456-0035
愛知県名古屋市熱田区白鳥3-10-11
TEL：052-678-6800
売上高：83億円

（株）三越環境ビル管理
〒100-0004
東京都千代田区大手町2-6-2
TEL：03-3274-7030
売上高：129億円

（株）伊勢丹会館
〒160-0022
東京都新宿区新宿3-15-17
TEL：03-3352-8711
売上高：4億円

（株）伊勢丹ビルマネジメントサービス
〒160-0022
東京都新宿区新宿5-17-18
TEL：03-5273-5770
売上高：81億円

〈製造・輸出入等・卸売業〉

（株）二幸
〒104-8570
東京都中央区豊海町3-16
TEL：03-3534-6500
売上高：132億円

〒160-0021
東京都新宿区歌舞伎町1-2-2
TEL：03-3354-6111

〈物流業〉

〈総合人材サービス業〉

（株）レオテックス
〒135-8415
東京都江東区清澄1-3-2
TEL：03-3642-5121
売上高：46億円

〈情報処理サービス業〉

（株）三越情報サービス
〒134-8610
東京都江戸川区西葛西5-10-24
TEL：03-5659-3272
売上高：7億円

レオドール商事（株）
〒103-0022
東京都中央区日本橋室町1-6-3
TEL：03-3281-0101
売上高：119億円

（株）レオマート
〒100-0004
東京都千代田区大手町2-6-2
TEL：03-3270-6151
売上高：66億円

〈その他事業〉

（株）伊勢丹研究所
〒160-0022
東京都新宿区新宿5-17-18
TEL：03-5273-5341
売上高：2億円

（株）伊勢丹スイング
〒160-0021
東京都新宿区歌舞伎町1-2-2
TEL：03-3207-2851
売上高：2億円

*（株）JTB伊勢丹トラベル
〒160-0022
東京都新宿区新宿2-19-12
TEL：03-5368-3411

（株）スタジオアルタ
〒160-0022
東京都新宿区新宿2-19-1
TEL：03-3350-1200
売上高：22億円

（株）センチュリートレーディング
　　カンパニー
〒160-0022
東京都新宿区新宿5-17-11
TEL：03-3208-5881
売上高：36億円

イセタン（イタリア）S. r. l.
Corso Venezia 5 Milano, Itary
TEL：39-02-76000070
売上高：4億円

レキシム（シンガポール）Pte. Ltd.
593 Havelock Rord #04 01 Isetan Office 
Bldg. Singapore 169641, Singapore
TEL：65-6732-8866

*新宿サブナード（株）※2

※2　2009年4月1日より新宿地下駐車場（株）は、新宿
サブナード（株）に名称変更しました。

（株）三越伊勢丹ビジネス・サポート※3
〒160-0022
東京都新宿区新宿5-17-18
TEL：03-3207-8521
売上高：287億円
※3　2009年4月1日（株）エム・ロジスティクス・ソリュー

ションズと（株）伊勢丹ビジネスサポートを統合し、
社名を（株）三越伊勢丹ビジネス サポートに変更し
ました。
売上高は2社の単純合算値です。

（株）三越伊勢丹ヒューマン・ソリューションズ※4
〒160-0022
東京都新宿区新宿5-16-10
TEL：03-3225-0626
売上高：70億円
※4　2009年4月1日（株）伊勢丹キャリアデザインと（株）

プロネットを統合し、社名を（株）三越伊勢丹ヒューマ
ン・ソリューションズに変更しました。
売上高は2社の単純合算値です。

（株）三越伊勢丹システム・ソリューションズ※5
〒161-0031
東京都新宿区西落合2-18-20
TEL：03-5996-5112
売上高：161億円
※5　2008年7月1日（株）イセタン･データー・センターは

（株）三越情報サービスの情報システム事業を統合し、
社名を（株）三越伊勢丹システム・ソリューションズに
変更しました。
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会 社 名

本 社 所 在 地

事 務 所 所 在 地

設 立

事 業 内 容

資 本 金

連 結 売 上 高

株式会社三越伊勢丹ホールディングス

〒104-0061　東京都中央区銀座四丁目6番16号

〒160-0022　東京都新宿区新宿五丁目16番10号

2008年4月1日

百貨店業等の事業を行う子会社およびグループ会社の
経営計画管理ならびにそれに附帯または関連する事業

500億円

1兆4,266億円（2009年3月期実績）

：

：

：

：

：

：

：

発行可能株式総数

発行済株式の総数

上場証券取引所

株主名簿管理人

15億株

3億8,785万9,022株

東京証券取引所　市場第一部

三菱UFJ信託銀行株式会社

〒100-8212　東京都千代田区丸の内一丁目4番5号

：

：

：

：

会社概要　（2009年3月31日現在）

株式の状況　（2009年3月31日現在）



三越は336年、伊勢丹は123年と長きにわたりお客さまと向きあうことで、

そのご要望とご期待を掴み、お応えしていくという伝統を築いてまいりました。

三越伊勢丹グループのスタートにあたり、改めてその精神を心に強く刻むとともに、

お客さまと真摯に向きあい続け、お客さまに感動していただける、お客さまに

とってなくてはならない「マイデパートメントストア」となることを目標にしています。

向きあって、その先へ。
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